
 

令和５年８月７日  

「自動運転時代の“次世代 ITS 通信”研究会中間取りまとめ」 

及び意見募集の結果の公表 
 

総務省は、「自動運転時代の“次世代の ITS 通信”研究会」（座長：森川 博之 東京大学大学院

工学系研究科教授）においてまとめた「中間取りまとめ（案）」について、令和５年７月１日（土）から

同年７月 21 日（金）までの間、意見募集を行ったところ、30 件の意見の提出がありました。 

その結果を踏まえた「自動運転時代の“次世代の ITS 通信”研究会 中間とりまとめ」及び意見募

集の結果等について公表します。 

 

１ 概要 

自動運転時代に向けて、情報通信技術を活用した高度道路交通システム（ Intelligent 

Transport System：ITS）、特に、車と車、車とインフラなど車と様々なモノとの通信（Vehicle to 

everything：V2X 通信）への期待が高まってきており、世界的にも、欧州・米国を中心として、V2X

通信の実利用に向けた検討が活発に進められている状況です。 

我が国においても、V2X 通信については、国際電気通信連合（ITU）における国際的な議論な

どを踏まえ、周波数再編アクションプラン（令和４年度版）において、既存の ITS 用周波数帯

（760MHz 帯等）に加えて、5.9GHz 帯の周波数の具体的な利用方策等について検討を行うことと

しています。 

このような背景から、我が国における自動運転の早期実現に向けた環境・制度整備の状況な

どを踏まえ、自動運転時代の“次世代の ITS 通信”の在り方について検討することを目的として、

「自動運転時代の“次世代の ITS 通信”研究会」を令和５年２月より開催しています。 

今般、本研究会において「中間取りまとめ（案）」が取りまとめられ、令和５年７月１日（土）から

同年７月 21日（金）までの間、意見募集を行ったところ、30件の意見の提出がありました。その結

果を踏まえた「自動運転時代の“次世代の ITS 通信”研究会 中間とりまとめ」及び意見募集の結

果等について公表します。 

 

２ 公表資料 

（１）別紙１：自動運転時代の“次世代の ITS 通信”研究会 中間取りまとめ 

（２）別紙２：自動運転時代の“次世代の ITS 通信”研究会 中間取りまとめ 概要 

（３）別紙３：「自動運転時代の“次世代の ITS 通信”研究会 中間取りまとめ（案）」 

に対する意見募集の結果 

 

公表資料については、［e-Gov］（https://www.e-gov.go.jp）の「パブリックコメント」欄に明日（令和

５年８月８日（火））掲載します。また、総務省総合通信基盤局電波部移動通信課新世代移動通信シ

ステム推進室（中央合同庁舎２号館 10 階）において閲覧に供するとともに配布します。 



 

 

 

 連絡先： 

総合通信基盤局電波部移動通信課新世代移動通信システム推進室 

（担当：高橋課長補佐、東係長、懸川官） 

電話：03-5253-5896（直通） 

E-mail：nextgen_itsradio_atmark_ml.soumu.go.jp 

※スパムメール対策のため、「@」を「_atmark_」と表示しております。 

送信の際には「_atmark_」を「@」に変更してください。 

【参考】 

○ 「自動運転時代の“次世代の ITS 通信”研究会」の開催（令和５年２月９日） 

https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01kiban14_02000573.html 

○  「自動運転時代の“次世代の ITS 通信”研究会 中間取りまとめ（案）」に対する 

意見募集（令和５年６月 30 日） 

https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01kiban14_02000606.html 
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